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せいぜい
数十時間！

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。



グリーン・アクション（2007年）　http://www.greenaction-japan.org

核燃料サイクル計画行政はエネルギー計画の「社保庁」

50年間　笊のように

国民の税金と消費者の電気代を

何兆円も使って

梨のつぶて！

この電気エネルギー開発50年の成果

現在、電球一つも灯せていません

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。



3.7世帯に一人が原発関係者という

「原発城下町」、世界最大の発電量を

誇る柏崎刈羽原発でのプルサーマ

ル計画導入の是非を問う住民投票

において、新潟県刈羽村の住民は

「プルサーマルNO」を突きつけま

した。

（結果は、反対が1925票、賛成が1533票、

保留131票でした）

2001年5月28日　毎日新聞記事

刈羽村 住民投票





朝日新聞記事
（1999年12月17日）

プルサーマルは当初は、1999年に開始さ
れる予定でした。しかし、原発への装荷
直前、燃料を製造していた英国 BNFL 社
での品質管理データ不正が発生。市民が
裁判に訴え、判決の前日に関西電力は
やっとデータ不正を認めました。その結果、
計画は頓挫。それ以降も、MOX燃料利用
は開始されていません。
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日本のプルサーマル計画は「不正事件」から始まりました。

グリーン・アクション（2007年）　http://www.greenaction-japan.org

1999年、関西電力の高浜原発用プルサーマル燃料のメーカーである英国

BNFL社で、品質管理データの不正が行われました。

国は原因を電力会社と燃料メーカーのずさんな品質保証活動などにある

としています。しかし、国が不正を見抜けなかったこと、また、不正が

あるという報告を英国政府から受けていながら、それを隠し通そうとし

ていたこと*に対し国は、今まで一度も国民にわびていません。

国民をあざむく国のプルサーマルの進め方を信用していいのでしょうか。

＊：1999年12月15日、それまで通産省が隠していたBNFL社製MOX燃料に不正があるという英国政府からの書簡が、参議

　　院経済産業委員会の清水澄子委員からの質問をきっかけに委員会として政府に対し資料請求を決定。その存在が発覚した。
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を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
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会社です。
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［浜岡で使うプルサーマル燃料］

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。

浜岡原発浜岡原発4号機のプルサーマル燃料号機のプルサーマル燃料
を造るアレバを造るアレバNCNC社は、社は、
フランス原子力安全規制機関フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されているから厳しく批判されている
会社です。会社です。
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安全文化における「重大な欠陥」があり、
品質管理における「人的誤りや失敗の蓄積」がある

会社の燃料を浜岡4号機で使いますか？

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。
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資料作成（2007年6月19日）：グリーン・アクション　〒606-8203京都市左京区田中関田町22─75─103
telephone 075-701-7223     facsimile 075-702-1952      http://www.greenaction-japan.org
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＊：アレバNC社のAtPu工場で2006年11月に起こった事件に対して下された判断。日本へ輸入されるMOX燃料はアレバNC社の別

の工場（MELOX）で製造される予定ですが、この事件は、アレバNC社の事業者としての安全管理体制そのものが問われています。

安全文化における「重大な欠陥」があり、
品質管理における「人的誤りや失敗の蓄積」がある

会社の燃料を浜岡4号機で使いますか？

2007年 1月 9日、フランス原子力安全規制機関（ASN）は、

アレバNC社に対し「事業者の安全文化における重大な欠陥

が明らかであり、品質管理における人的誤りや失敗の蓄積を

確認した」と通達しています。*

フランス原子力安全規制
機関（ASN）の通達

浜岡原発でプルサーマル計画が進む場合、MOX燃料は当面フランスのアレバNC社のメロック

ス工場で製造されることになります。アレバNC社は、品質管理体制において、フランス原子

力安全規制機関から厳しく批判されている会社です。

浜岡でプルサーマルを進める場合、現時点では日本国内に工場はないので、品質管理体制に重

大な欠陥があきらかにされている英仏（英国BNG/元 BNFL社、仏国アレバNC社）の会社を選

択せざるを得ません。

［浜岡で使うプルサーマル燃料］

浜岡原発4号機のプルサーマル
燃料を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。

浜岡原発浜岡原発4号機のプルサーマル燃料号機のプルサーマル燃料
を造るアレバを造るアレバNCNC社は、社は、
フランス原子力安全規制機関フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されているから厳しく批判されている
会社です。会社です。



アレバNC社のMOX燃料データを公表してください
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国は少なくとも、1999年のBNFL不正事件の時に出てきたMOX燃料の

品質管理データ（生データ）を中部電力に出させますか？

アレバNC社の燃料の品質で一番重要なのは「プルトニウム・スポット」

のデータです。国はこのデータを中部電力に出させますか？

中部電力はこれらのデータをアレバNC社から受け取り、公表しますか？

YESかNOか、お答えください。

国へ

中電へ

▲
▲

▲

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。
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＊：松江市長の質問書は、グリーン・アクションのサイトに静岡県掛川市主催の市民懇談会「プルサーマル計画を考える──安全性、信

頼性、必要性（2007年6月19日開催）」アイリーン・スミスの資料としてアップしています。 http://www.greenaction-japan.org

浜岡と同じ原子力発電所（BWR）がある他の地域では、プルサーマルについて市長などが、厳

しい質問を国と電力会社に突きつけています。例えば、島根原発（BWR）を抱える島根県・松

江市では、プルサーマルの具体的準備に入る前に、市長が厳しい質問書を国と電力会社に突き

つけており、回答を受けてから、プルサーマルについて判断するとしています。

他の自治外が行っているプルサーマルのための必須チェック項目*（島根県松江市の場合）

1.大地震時における原子炉の緊急停止等について

2. 使用済みMOX燃料の処理について

3. MOX燃料の品質管理について

4. MOX燃料加工事業者の技術的能力について

5. プルサーマル導入に伴う電気料金への影響について

6. ヒューマンエラーの防止策について

7. プルサーマル導入に伴う核物質防護について

「また、国の安全審査を受けるに当たっては、別添の質問事項について、国の安全審査に併せて

審査を受け若しくは調査を行い、国の安全審査の報告に併せて文章でご回答いただきますよう

申し添えます。」（2006年10月2日、松江市長松浦正市長の書簡・質問書から引用）

市長が国と電力会社に送った質問の主な内容は、冒頭にあげた7点です。また、日本のBWR型

原発の７割を占める新潟県・福島県では、プルサーマル計画の事前了解が白紙撤回されています。

［浜岡と同じ原発でのプルサーマル］

他の自治体が行っている
プルサーマルの必須チェック

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。

浜岡原発地域の自治体も、プルサーマルに
ついて厳しく追及しないと、

住民が原発の実験台にされてしまいます！



核燃料サイクル３点セット
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プルサーマル

 以上の失敗２セットを尻ぬぐいするための計画

 しかし、不正事件と地元の了解白紙撤回が相次ぐ

大失敗！　高速増殖炉計画　　80年間の遅れ
大失敗！　再処理計画　　　　2兆３千億以上かけて建てた工場の
　　　　　　　　　　　　　　商品は不要（余剰プルトニウム）

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。



プルサーマル──静岡が実験台でいいのですか？

世界の地震分布図（赤点）
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浜岡原発と同じタイプ（BWR）の原発で
プルサーマルが実施されているのは
現在、世界中でたった２基だけ！
しかも、その２基はプルサーマルをやめる予定です。

日本で初めて、世界でも現在２基しか実施されて
いないプルサーマルを浜岡原発で始めて大丈夫？

プルサーマルが行われている２基とは
ドイツのグンドレミンゲンB・C号機です。

日本のBWR原発でプルサーマルを初めて行う
予定だった東電では、計画が凍結されています。
地元の新潟県・福島県が計画の事前了解を

白紙撤回したためです（2002年）。

（BWR──沸騰水型原発での）

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。





















日本における過去の INES評価事例

──レベル1（逸脱）

　　もんじゅナトリウム火災事故 '95

　　美浜3号機蒸気噴出事故 '04

──レベル2（異常事象）

　　美浜2号機蒸気発生器細管破断事故 '91

──レベル3（重大な異常事象）

　　東海再処理施設火災爆発事故 '97

INES（国際原子力事象評価尺度）は、原子力発電所や原子力
関連施設の事故や事象について、その度合いをレベル1から
レベル7までに分類する国際的な評価の基準。

「企業の品質管理や安全文化に問題あり」と仏安全当局に指摘されたアレバNC社から、
MOX燃料の品質を信頼して輸入することなどできるでしょうか?

出典：『フランス原子力安全規制機関（ASN）』、定期報告書、2000-2006年

アレバNC社の核燃料サイクル施設で発生した INES事象件数［2000–2006］

アレバNC社の
事件はこの「レベル２」！

2001 20022000 2003 2004 2005 2006
0 年
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5

核燃料サイクル施設とは、メロックスMOX燃料工場、ATPu工場、ラ・ハーグ再処理工場のことを指す

アレバNC社は他にも問題を起こしています

浜岡原発4号機のプルサーマル
燃料を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。

浜岡原発4号機のプルサーマル燃料
を造るアレバNC社は、
フランス原子力安全規制機関
から厳しく批判されている
会社です。



Fuel Cycle Program Drains Money For Renewable Energy
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A quarter of the Japanese government’s R&D for energy goes to 
the nuclear fuel cycle program.

▲

Other* Tech/Research

Power & Storage
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